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【第２回 説明内容】

１．第１回セミナーのふりかえり

２．アンケート結果報告

３．意見交換（利活用等）
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令和5年度国土交通省水管理 ・ 国土保全局関係予算概算要求概要（令和4年8月）【抜粋（28頁)】
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１．第１回セミナーのふりかえり
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３次元河川管内図の事例（荒川12KP付近）
https://www.youtube.com/watch?v=Mvg0P6X632o

○３次元河川管内図の整備
（国管理河川 ～R7）

○リスク情報空白域の解消

○PLATEAU（３D都市モデル）

３D都市モデルと洪水浸水想定区域の重ね合わせ
（荒川３次元河川管内図）

１．第１回セミナーのふりかえり
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○気候変動による水災害の頻発・激甚化への備えとして、国として必要な流域治水立案技術及び
洪水予測技術の開発を加速するため、サイバー空間に流域を再現（デジタルツイン）し、サイバー
空間上の実証実験基盤（デジタルテストベッド）として運用する。
○本基盤整備によりｵｰﾌﾟﾝｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝを加速させ、より早期の流域防災技術の開発・実装を目指す。
オープン化された流域・気象関連の各種データで流域デジタルツインの実証実験基盤を整備・運用。
1)流域治水の対策効果の｢見える化｣技術 や、
2)「次世代の洪水予測技術」等の開発を促進。

流域関連データ（３次元地形データ等）
気象データ（降雨、気候変動予測等）
で流域のデジタルツインを作成

1)流域治水の対策効果の「見える化」技術
2)「次世代型の洪水予測技術」

を実現！

＜目 的＞
１．第１回セミナーのふりかえり（流域治水デジタルテストベッドの目的）
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流域治水デジタルテストベッドの整備により、
・技術・データが結集されることで官民連携によるイノベーションの促進
・複数技術の実用性を比較評価

することが可能となり、技術開発や実用性評価に要する期間の短縮が期待される。

＜目的のつづき＞
１．第１回セミナーのふりかえり（流域治水デジタルテストベッドの目的）
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先行検討水系（山国川水系）

出典：重ねるハザードマップ

基盤データ
（地形・地物、外力等）

流域治水デジタルテストベッド検討
にあたっての概念図

解析
（様々な主体・技術）

利活用
（リスク、効果の見える化等）

様々な主体・技術による解析や、
リスク、効果の見える化等の利活用を見据え、

必要となる基盤データの構築
（データ連携・処理）のあり方を検討。

主に協調領域

協調・競争領域

協調・競争領域

オープンデータ
データ連携・処理

＜整備・運用イメージ＞:国総研は「協調領域」を整備し、民間・大学・研究機関の皆様も
含めて技術開発テストベッドとして活用いただくことを想定しています。

1．第１回セミナーのふりかえり（対策効果の｢見える化｣技術の開発）
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○次世代洪水予測システムの要求性能
（例えば）
・解析技術の精度向上（解析の高次元化、パラメータ設定・データ同化の工夫等）
・計算の高速化、安定化（予測の長時間化、予測区間の延伸への対応等）
・分かりやすく「伝わる」情報表示（線的（左右岸）→面的（浸水域）、3次元表示等）
・（関連）データ・計算プロセスの品質管理、観測技術の高度化、

洪水実績の再解析（精度検証） 等

※注：以下は今後の検討の結果、変更の可能性があります。

○次世代洪水予測システムの技術開発の推進方策
・上記要求性能に対応した次世代の技術
開発のためのテストベッドのあり方を検討

基盤データ
（地形・地盤、観測値等）

流域治水デジタルテストベッド検討にあたっての概念図

解析
（様々な主体・技術）

利活用
（性能評価・社会実装）

主に
協調領域

協調・競争
領域

協調・競争
領域

オープンデータ

データ連携・処理

１．第１回セミナーのふりかえり（次世代の洪水予測技術の開発）
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１．第１回セミナーのふりかえり（参考）

（出典）デジタル庁HP
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１．第１回セミナーのふりかえり（参考）

【参考】政府標準利用規約（第2.0版）（抜粋） （出典：デジタル庁HP）

【参考】オープンデータ基本指針（抜粋） （出典：デジタル庁HP）
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２．アンケート結果報告

第1回セミナー
開催日時：令和４年12月21日（水）16:00-17:00
参加者数：４９２名（アクセスログにて確認）
※第１回資料と説明動画は、国総研webサイトで公開
（http://www.nilim.go.jp/lab/feg/index.htm）

民間企業（コンサルタント）

305名
62%

民間企業（情報通信業）

18名
4%

民間企業（建設業）

10名
2%

大学

20名
4%

財団・社団法人

20名
4%

国・国立研究開発法人

97名
20%

地方公共団体

7名
1%

その他

15名
3%

第１回セミナー参加者(492名）の属性
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２．アンケート結果報告

回答率47%(231名/492名）

民間企業（コンサルタント）

185名
80%

民間企業（情報通信業）

9名
4%

民間企業（建設業）

6名
3%

大学

7名
3%

財団・社団法人

9名
4%

国・国立研究開発法人

11名
5%

地方公共団体

1名
0%

その他

3名
1%

質問0. 第１回セミナーでの説明は分かりやすかったで
しょうか？

「分かりにくかった」と答えた方：どの内容が分かりにくかったか
・テストベッド全般 14 名
・見える化技術 4 名
・洪水予測技術 4 名
・その他 4 名
（必要性、民間企業の役割、説明が速すぎる等）

第１回セミナー アンケート回答者（231名）の属性
（アクセスログ未確認者除く）

分かりやすかった

205名
89%

分かりにくかった

26名
11%
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２．アンケート結果報告（まとめ）

【まとめ】

・全体的に「より内容を具体化してほしい」といった趣旨のご意見が多数ありました。

・また、「利活用までつながるテストベッド・官民連携の仕組みづくり」といった趣旨のご意見
も多数ありました。

これらを踏まえ、先行検討水系（山国川）での検討では、基盤データの整備だけでなく、
見える化技術の具体事例も検討し、河川事務所や関係機関等へお示しし意見聴取を行う
ことで、テストベッドの整備にフィードバックしてまいります。

また、官民連携のあり方についても、テストベッドの整備・運用の検討と並行して検討を
進めてまいります。

非常に多くの建設的なご意見をいただき、心より感謝申し上げます。
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【参考】見える化技術について
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【参考】見える化技術について

【出典】都市構造可視化計画webサイト
（一社）都市構造可視化推進機構ほか

http://kashika.or.jp/kashikakeikaku/

洪水浸水想定区域と夜間人口

関東地方における都市構造のあり方に関する検討会
都市構造可視化計画活用アイデア集より

高速道の整備効果
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２．アンケート結果報告（対策効果の「見える化」技術）

質問１－１
流域治水デジタルテストベッド（うち流域治水の対策効果の
「見える化」技術）を構成する以下の３つの要素のうち、ご
関心の高いものを選択ください。（複数回答可）

a)基盤データ, b)解析手法, c)利活用 59
c)利活用 53
a)基盤データ,c)利活用 38
a)基盤データ 22
b)解析手法 21
b)解析手法, c)利活用 21
a)基盤データ,b)解析手法 15
未回答 2
計 231

a) 基盤データに関する意見等
データ内容

空間解像度・精度

オープンデータ以外のデータ

更新頻度

データ連携

利便性

データ形式

権利関係、費用

過去・将来データ

基盤データへの期待

データ整備方法

b) 解析手法に関する意見等

c) 利活用に関する意見等

想定される解析手法

解析手法の精度評価

基盤データと解析との関係

開発された解析手法の取扱
解析手法の例示・公開

解析環境

解析手法の開発手順

解析手法の用途

解析への期待

講習・マニュアル

利活用への期待

利活用の具体化

見える化技術

利活用の対象者

見える化技術の例示・公開

利活用上の課題

利活用に係る関係機関等との連携

基盤データ・解析・利活用間の連携
利活用の環境

権利関係、費用
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２．アンケート結果報告（対策効果の「見える化」技術）

a) 基盤データに関する主な意見等（その１）

項目 主な意見等 現時点の見解

データ内容 基盤データの種類を教えてほしい。 各種オープンデータ等を基に流域関連データ
（３次元地形データ等）、気象データ（降雨、気
候変動予測等）を想定。
特に、流域関連データについては、近年整備
が進む
・３次元河川管内図
・数値地図（国土地理院）
・PLATEAU
・ベクトルタイル（国土地理院）
等のデータを活用することを想定。

空間解像度・精度 メッシュデータの大きさ、精度の考え方。 基盤データの基となる各種オープンデータ等
の空間解像度・精度によります。
なお、基盤データの空間解像度については、
今後の技術開発での必要性を見据え、段階的
に高解像度化を図る可能性を検討いたします。

オープンデータ以外
のデータ

河道横断データ等、オープン化されていな
いデータの取扱い。
民間データの取扱い。

国土交通省では、今後、河川分野のデータの
オープン化を進める方針です。
上記オープン化の対象外のデータや、民間
データについては、テストベッド運用上の必要
性を含めて検討いたします。
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項目 主な意見等 現時点の見解

権利関係、費用 基盤データの利用ルール、著作権の取扱
い、有償か否かについて。

「オープンデータ基本指針」「政府標準利用規
約」を踏まえ、基盤データの基となる各種オー
プンデータ等の二次利用ルール、著作権の利
用許諾規定を確認の上、検討いたします。
費用については、基盤データの基となる各種
オープンデータ等の有償・無償の扱い、システ
ムの維持管理にかかる費用を参考に検討いた
します。

a) 基盤データに関する主な意見等（その２）

２．アンケート結果報告（対策効果の「見える化」技術）

b) 解析に関する主な意見等

項目 主な意見等 現時点の見解

想定される解析手
法

どのような解析手法を想定しているか。
特定のソフトウェアを想定しているか。
河川毎で解析手法は異なるのか。

オープンイノベーションでの技術開発の実験場
であるため、特定のソフトウェア、解析手法に
限定することは想定していません。

解析手法の精度評
価

精度評価はどのように行うのか。
国が評価基準を示し、事業者が精度評価
を公表しては。

「河川砂防技術研究開発公募」では「リクワイ
ヤメント（要求事項）」を設定する例があります。
他事例を参考に精度評価のあり方を検討いた
します。
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２．アンケート結果報告（次世代の洪水予測技術）

質問２－１
流域治水デジタルテストベッド（うち次世代の洪水予測技
術）を構成する以下の３つの要素のうち、ご関心の高いも
のを選択ください。（複数回答可）

f)利活用 50
d)基盤データ, e)解析手法, f)利活用 42
d)基盤データ 36
e)解析手法 31
e)解析手法, f)利活用 25
d)基盤データ,f)利活用 22
d)基盤データ,e)解析手法 17
未回答 8
計 231

d) 基盤データに関する意見等

e) 解析手法に関する意見等

f) 利活用に関する意見等

空間解像度・精度

データ内容

オープンデータ以外のデータ

更新頻度

基盤データへの期待

データ整備方法

リアルタイムデータ

利便性

過去・将来データ

データ連携

データ形式

権利関係、費用

解析手法の開発手順

解析手法の精度評価

想定される解析手法

計算負荷・計算時間

基盤データと解析との関係

開発された解析手法の取扱

解析手法の用途

解析手法の例示・公開

解析環境

解析への期待

洪水予測技術の用途

性能評価・社会実装上の課題

性能評価の具体化

洪水予測技術の例示・公開

利活用への期待

権利関係

基盤データ・解析・利活用間の連携
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２．アンケート結果報告（次世代の洪水予測技術）

次世代の洪水予測技術に関する主な意見等（※対策効果の「見える化」技術と共通のものを除く）

項目 主な意見等 現時点の見解

リアルタイムデータ リアルタイムデータ（水位、予測雨量）を取
得できるか。回線の問題はないか。

リアルタイムデータの取扱いについては、洪水
予測技術の安定性確認上の必要性等を勘案
し、検討いたします。

計算負荷・計算時間 データ量が大きいと、解析に時間がかかる。
現状の洪水予測技術でも計算負荷が大き
い。線から面への予測はさらに負荷が増え
る。

計算負荷・計算時間の問題については、次世
代の洪水予測技術における課題の一つである
ことから、テストベッドにおいてどのような実験
が必要かを含めて検討いたします。
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２．アンケート結果報告（その他）

質問３－１
流域治水デジタルテストベッドに関連するその他の要素の
うち、ご関心の高いものを選択ください。（複数回答可）

h) 他のデータベース等とのデータ連携のあり方 93
g) 官民連携によるイノベーションのあり方 70
g),h) 43
未回答 15
i)その他 7
g),h),i) 2
h), i) 1
計 231

h) 他のデータベース等とのデータ連携に関する意見等

g) 官民連携によるイノベーションのあり方に関する意見等

官民連携の具体化

権利関係

官民連携への期待

i) その他意見等

データ連携の具体化
ファイル形式

データ連携への期待

利便性

各種データ更新への対応

各種データの精度

c), f), g), h)関連
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２．アンケート結果報告（その他）

テストベッドの具体的説明

アンケート結果と回答

資料の公開

スケジュール

権利関係、費用

利用ルール

セミナー後の情報発信のあり方

データ内容

地方公共団体の関わり

官民連携の具体化

第2回セミナーで聞きたい内容 （参考）第１回セミナーでの質問内容

利活用の具体化

二級水系

データ内容
オープンデータ以外のデータ

想定される解析手法

次世代の洪水予測技術の用途

データ連携

権利関係、費用
解析手法の例示・公開

利用ルール

スケジュール

解析環境

官民連携の具体化
空間解像度・精度

テストベッドの用途

性能評価の具体化

第１回セミナーの録画公開

推進体制
見える化技術の例示・公開

過去のデータ

更新頻度

資料の公開

データ形式
リアルタイムデータ
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項目 主な意見等 現時点の見解

スケジュール 今後のスケジュールは。 令和７年度からの運用を目標としています。
運用とは、民間企業等がテストベッドで洪水予
測や流域治水に関する実験を行うことが出来
るようになる状態を想定しています。

今後のオープンデータ化の動きにもよりますが、
先行して対策が必要な水系で整備し、徐々に
対象の水系を拡大していき、将来的には全一
級水系を目指したいと考えています。

二級水系 二級水系は対象か。 テストベッドの整備は一級水系を対象にしてい
ます。

地方公共団体の関
わり

地方公共団体はどのような活用が想定さ
れるか。

例えば、地方公共団体の有する地形データ等
を共有することができれば、地方公共団体が
所管するエリアを含めたより精緻な解析が可
能となり、技術開発に反映することができます。

２．アンケート結果報告（その他）
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３．意見交換

１．テストベッドの利活用について
テストベッドは国による技術開発を目的としていますが、その過程で
技術開発・性能評価された各種技術は、国だけでなく、流域治水に
関係する多様な主体にも利活用される可能性があります。
こうした視点も含め、ご質問・ご意見をいただければと存じます。

【第2回 意見交換の議題】
これから意見交換を行います。「Q＆A」ボタンを押すと質問・意見を入力できます。
以下の項目をご参考に、自由に質問・意見をあげて頂いて結構です。
入力された質問・意見に事務局から回答させて頂きます。

２．官民連携のあり方
・ 異分野交流等、官民連携のあり方 など
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３．意見交換（参考：アンケート結果での主な意見等（利活用、官民連携）

項目 主な意見等 現時点の見解

利活用の具体化 どのような利活用を想定しているのか。
具体的なイメージを示してほしい。

例えば、減災協議会等の合意形成の場を想定
し、そのための技術開発・実用性評価を行うこ
とが考えられます。その他、流域治水に関係す
る多様な主体とのリスクコミュニケーションのた
めの技術開発・実用性評価も想定されるため、
引き続き検討いたします。

c) 対策効果の「見える化」技術

項目 主な意見等 現時点の見解

性能評価・社会実装
上の課題

不確実性のある解析結果が独り歩きしな
いか。
解析結果の信頼性をどのように評価する
か。

洪水予測技術の信頼性確保のためには、解析
結果の精度評価が必要と考えます。精度評価
のあり方について引き続き検討いたします。

項目 主な意見等 現時点の見解

官民連携の具体化 従来よりどのように官民連携を図るのか。
共同研究等のスキームのあり方は。
大学との連携、民間企業間の連携のあり
方は。
民間企業にとってのメリットは。
ハッカソン等の参加型イベントの可能性は。

テストベッドの整備により、基盤データを個々に
作成する負担を減らし、技術開発しやすい環
境をつくることを想定しています。
国の技術開発においては、民間企業だけでな
く、大学も連携対象となり得ます。
なお、オープンイノベーションを促進するため
の体制については引き続き検討いたします。

g) 官民連携

f) 次世代の洪水予測技術


